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農
場
で
実
施
し
た
主
な
行
事

（
日
程
順
）

９
月

○
９
月

日
～

月

日
（
２
ケ
月
間
）
、

26

11

25

隣
り
の
県
の
チ
ェ
ン
マ
イ
農
業
高
等
学

校
の
３
年
次
の
男
３
名
・
女
４
名
が
２

ケ
月
間
の
農
場
研
修
に
。
北
部
タ
イ
に

あ
る
タ
イ
の
農
業
高
校
が
何
故
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
我
々
の
農
場
に
や
っ
て
く
る
の
か
？

タ
イ
の
フ
ォ
ー
マ
ル
（
文
部
省
に
よ
る

正
式
の
）
の
農
業
高
校
教
育
に
何
か
欠

陥
が
あ
り
、
我
々
は
そ
れ
を
補
完
し
て

い
る
と
い
う
事
な
の
か
。
但
し
、
こ
の

こ
と
は
日
本
も
同
種
な
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

月
10○

日
、
イ
ネ
の
収
穫
に
コ
ン
バ
イ
ン
が

11初
登
場
。
日
本
で
は
何
十
年
も
前
か
ら

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
イ
で
は
教
育

機
関
と
し
て
は
第
一
号
で
は
な
い
か
。

道
行
く
多
く
の
人
々
が
も
の
珍
し
げ
に

見
学
に
や
っ
て
来
た
。
日
本
大
使
館
の

草
の
根
無
償
資
金
援
助
に
よ
り
、
ク
ボ

タ
が
日
本
よ
り
取
り
寄
せ
た
も
の
。

○

日
、
チ
ュ
ン
郡
の
エ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ

27
名
が
農
場
施
設
利
用
で
２
泊
３
日
、

20そ
の
間
炊
事
は
農
場
担
当
・
農
場
生
と

何
の
差
別
も
な
く
、
席
も
食
器
も
洗
い

場
も
共
同
使
用
。

○

日
、
日
本
の
海
外
青
年
協
力
隊
員
の

28男
１
名
・
女
１
名
が
研
修
に
来
泊
。
日

本
の
協
力
隊
員
は
若
く
経
験
も
な
い
の

で
現
場
に
入
っ
て
苦
悩
し
て
お
り
、
毎

年
タ
イ
以
外
の
東
南
ア
ジ
ア
に
派
遣
さ

れ
て
い
る
隊
員
も
数
名
、
私
の
門
を
叩

き
に
や
っ
て
く
る
。

○

日
～

日
、
タ
イ
の
農
業
研
修
生
６

22

30

名
、
カ
ニ
ー
タ
・
赤
塚
（
ト
ム
）
の
引

率
で
熊
本
の
農
業
研
修
へ
。
経
費

万
50

円
は
「
タ
イ
と
の
交
流
の
会
（
谷
口
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」
よ
り
。
日
本
で
の
引
き

受
け
、
案
内
は
「
北
部
タ
イ
農
業
振
興

会
」
が
担
当
。
今
回
で
７
回
目
。
メ
ン

バ
ー
は
農
校
の
先
生
１
名
・
生
徒
２
名

・
普
通
高
校
の
先
生
（
女
）
１
名
・
農

村
青
年
１
名
の
構
成
。

月
11○

月

日
～

月

日
、
日
本
へ
帰
国
。

10

30

11

17

熊
本
県
教
育
委
員
会
よ
り
、
秋
の
頃
に

平
成

年
度
の
熊
本
県
近
代
文
化
功
労

13

者
賞
を
授
与
し
た
い
と
い
う
連
絡
が
あ

り
、
一
時
帰
国
す
る
。

○

月

日
～

月
１
日
、
千
葉
県
松
戸

10

31

11

市
立
高
校
に
て
講
演
。

月
２
日
の
熊

11

本
県
教
育
委
員
会
よ
り
の
受
賞
式
に
出

席
す
る
た
め
帰
国
す
る
こ
と
を
知
ら
れ

た
、
同
高
校
の
榎
本
先
生
が
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
ま
れ
た
の
で
、
千
葉
へ
。
夕

方

時
頃
よ
り
、
生
徒
・
保
護
者
・
一

19
般
の
人
々
で
約

名
、
同
高
校
で
の
講

80

演
は
２
回
目
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
宿
泊
。

翌

月
１
日
は
、
高
野
先
生
の
松
戸
市

11
立
第
三
中
学
校
の
生
徒
１
２
０
名
へ
の

レ
ク
チ
ャ
ー
。
２
日
間
の
松
戸
市
の
中

・
高
校
の
受
講
生
は
態
度
も
よ
く
、
熱

心
に
聞
い
て
く
れ
て
、
日
本
の
若
者
に

希
望
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
出
来
た
。
午
後

の
便
で
帰
熊
。

○
２
日
、
熊
本
県
近
代
文
化
功
労
者
顕
彰

式
へ
出
席
。

：

～

：

、
詳
細

12

00

14

00

は
別
記
。
夜
、

度
の
高
熱
あ
り
、
翌

40

３
日
病
院
で
チ
ェ
ッ
ク
。

○
４
日
、
「
タ
イ
と
の
交
流
の
会
」
に
て
講

演
。
千
葉
県
松
戸
市
立
高
校
の
榎
本
先

生
・
舟
入
君
（
早
大
大
学
院
）
も
駆
つ

け
て
く
だ
さ
る
。

○
７
日
～

日
、
熊
本
市
内
の
病
院
に
肺

15

炎
で
入
院
。

○

日
、

：

の
フ
ラ
イ
ト
で
バ
ン
コ

17

12

00

ク
→
チ
ェ
ン
ラ
イ
→
帰
場
。

○

日
、
日
本
よ
り
、
大
根
・
人
参
・
ゴ

26ボ
ウ
の
種
子
を
持
参
し
て
農
場
で
試
作
。

そ
の
折
、
八
代
の
生
家
よ
り
柚
・
橙
の

実
を
各
々
１
０
０
余
粒
ず
つ
持
参
。
こ

れ
は
将
来
、
高
地
民
族
の
換
金
作
物
と

し
て
栽
培
さ
せ
て
み
た
い
と
思
っ
て
、

こ
れ
ら
を
農
場
の
圃
場
に
ま
く
。
昨
年

は
ザ
ボ
ン
の
晩
白
柚
を
５
本
持
参
し
、

接
ぎ
木
で
殖
や
し
て
い
る
。
す
べ
て
有

機
農
業
で
や
る
の
で
、
果
た
し
て
熱
帯

の
病
害
虫
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

○

日
～

日
、
パ
ヤ
オ
農
業
高
等
学
校

27

28

で
行
な
わ
れ
て
い
る
、
北
部
タ
イ
農
業

高
等
学
校
の
農
業
祭
に
田
植
機
及
び
コ

ン
バ
イ
ン
を
運
搬
し
て
、
展
示
・
実
演

を
行
な
う
。
こ
れ
ら
二
種
類
の
日
本
の

近
代
農
機
具
は
、
タ
イ
に
は
な
い
の
で

大
き
い
関
心
を
集
め
た
。

月
12○

２
日
～
９
日
、
京
都
精
華
大
学
の
女
子

学
生
・
小
野
梢
さ
ん
研
修
。
大
学
は
農

業
と
全
く
関
係
が
な
い
が
、
農
家
の
跡

取
り
娘
で
、
農
業
を
や
る
と
い
っ
て
熱

心
に
頑
ば
る
。
農
場
の
横
の
国
道
の
我

々
が
植
え
た
チ
ー
ク
の
木
の
欠
株
に
、

本
を
夕
食
後
１
人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

20活
動
に
よ
り
植
え
た
。
大
事
に
育
て
て

や
り
た
い
。

○

日
、
馬
鈴
薯
を
植
え
る
。
農
場
で
初

24の
試
み
で
あ
る
。
タ
イ
の
あ
る
ポ
テ
ト

・
チ
ッ
プ
ス
の
会
社
が
、
種
子
薯
を
輪

入
し
作
ら
せ
る
も
の
で
、
種
子
は

Ｂ
30

ｔ
（

円
）
／
㎏
で
売
り
、
で
き
た
ら

80

７
Ｂ
ｔ
（

円
）
／
㎏
で
買
上
げ
る
と

20

い
う
。
値
の
開
き
が
４
倍
強
、
我
々
は

自
家
用
と
豚
の
飼
料
に
し
て
も
い
い
と

考
え
、
２
０
０
㎏
の
種
子
を
求
め
て
、

水
田
裏
作
に
す
る
。

○

日
、

日
、
熊
本
の
沖
村
好
運
氏
の

26

28

引
率
で
、
「
ヤ
ン
グ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
・
ツ

ア
ー
」
と
銘
打
っ
て
高
校
生
・
中
学
生

の
５
名
来
場
。
彼
ら
の
研
修
の
成
果
や

如
何
？
後
日
談
に
な
る
が
、
帰
国
後
の
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沖
村
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
文
集
か
ら
２

～
３
を
拾
う
と
、

（
１
）
「
何
の
た
め
の
ツ
ア
ー
か
」
の
中

で
、
「
根
無
し
草
の
よ
う
に
漂
流
し
て
い

る
彼
等
に
、
ガ
チ
ッ
と
し
た
心
棒
を
入

れ
て
や
り
た
い
」
と
い
う
の
が
今
回
の

旅
の
動
機
で
す
…
と
。

（
２
）
当
初
僕
が
予
想
し
て
い
た
以
上

に
原
稿
が
早
く
集
ま
り
、
内
容
も
個
性

的
で
面
白
く
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と

で
し
た
。
感
心
・
感
動
す
る
場
面
も
し

ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
「
連
れ
て
行
っ
た

甲
斐
が
あ
っ
た
。
」
と
正
直
に
そ
う
思
い

ま
し
た
…
と
。

以
上
（
１
）
（
２
）
は
引
率
者
の
沖
村
好

運
氏
の
文
で
す
が
、
次
は
ツ
ア
ー
メ
ン

バ
ー
の
文
集
の
中
で
最
も
光
っ
て
い
る
、

高
校
２
年
生
の
小
川
啓
満
君
の
感
想
の

末
文
で
す
。

「
こ
の
旅
で
僕
は
、
抱
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
択
山
の
大
切
な
お
土
産
を
頭
の
中

に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

僕
が
ど
う
生
き
て
い
く
か
。
自
分
自
身

で
本
当
の
こ
と
を
見
つ
め
て
、
力
一
杯

生
き
て
い
こ
う
…
、
と
心
に
誓
う
八
日

間
の
旅
で
し
た
。
」

○

日
～
１
月
４
目
、
千
葉
県
・
松
戸
市

26立
高
等
学
攻
の
榎
本
先
生
引
率
の
女
子

高
生
３
名
、
同
行
者
・
高
野
先
生
及
び

主
婦
の
保
科
洋
子
さ
ん
。
こ
れ
ら
の
人

々
は
、
私
が

月
１
日
に
そ
の
学
校
に

11

講
話
に
行
っ
た
時
に
も
会
っ
た
人
々
で

あ
っ
た
が
、
３
人
の
う
ち
１
名
は
去
年

も
来
て
２
回
目
。
も
う
１
人
の
帰
国
後

の
礼
状
は
「
今
回
農
場
を
訪
問
し
た
時
、

私
は
先
生
が
お
話
を
さ
れ
る
時
は
ず
ー

っ
と
目
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
先
生
の
行
動
も
見
て
い
ま
し
た
。
」
と

あ
っ
た
。
「
人
の
師
た
り
、
教
育
者
た
る

も
の
、
常
に
し
っ
か
り
と
大
地
を
踏
み

し
め
て
歩
き
、
一
瞬
と
い
え
ど
も
心
に

曇
り
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
け
と
。
」
彼

女
は
私
に
師
を
求
め
た
で
あ
ろ
う
け
れ

ど
も
、
私
は
彼
女
に
私
の
師
を
見
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
と
あ
る
日
、
村
の
小

学
校
の
運
動
会
場
に
行
っ
た
時
、
そ
こ

は
ゴ
ミ
が
一
面
に
散
ら
か
っ
て
い
た
。

私
は
こ
こ
で
沢
山
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
。

そ
れ
を
見
て
、
松
戸
高
校
の
３
人
は
一

緒
に
な
っ
て
拾
っ
た
。
こ
の
行
な
い
は

大
変
勇
気
が
い
る
行
動
で
、
普
通
に
は

横
で
見
て
い
て
も
実
行
は
出
来
な
い
。

私
は
こ
の
時
、
こ
の
３
人
に
「
あ
な
た

達
は
今
日
、
自
分
の
心
の
ゴ
ミ
を
択
山

給
い
ま
し
た
ね
。
」
と
言
っ
て
賞
め
た
。

そ
の
翌
日
の
夜
、
農
場
か
ら
４
ｋ
ｍ

離
れ
た
村
の
、
２
年
前
に
主
人
が
エ
イ

ズ
で
死
に
、
今
８
歳
の
娘
を
持
つ
極
貪

の
農
業
の
日
雇
い
で
生
き
て
い
る

歳
40

前
の
婦
人
を
訪
問
し
た
。
ト
タ
ン
葺
き

の
屋
根
に
は

以
上
の
穴
が
空
き
、
雨

20

の
時
は
い
っ
ぱ
い
漏
る
と
い
う
。
台
所

の
床
板
も
崩
れ
か
か
っ
た
家
で
あ
っ
た
。

１
人
の
生
徒
は
、
こ
の
家
の
訪
問
が
今

回
の
旅
行
で
最
も
大
き
い
衝
撃
を
受
け

た
。
と
お
礼
状
に
書
い
て
い
た
。
こ
の

様
を
見
た
同
行
の
主
婦
の
保
科
洋
子
さ

ん
は
５
万
円
を
出
し
、
こ
の
家
の
修
理

と
エ
イ
ズ
の
子
供
の
オ
ヤ
ツ
代
に
と
私

に
預
け
ら
れ
た
。
こ
れ
も
後
日
談
に
な

る
が
、
そ
の
金
で
、
屋
根
は
ス
レ
ー
ト

葺
き
に
変
え
、
床
も
し
っ
か
り
し
た
も

の
に
な
り
、
今
そ
の
主
婦
は
、
私
の
農

場
で
常
雇
い
の
農
業
労
働
者
と
し
て
働

い
て
い
る
。
住
ん
で
い
る
所
は
自
分
の

父
母
兄
妹
も
い
る
村
で
あ
る
が
、
主
人

が
エ
イ
ズ
で
死
ん
だ
の
で
、
彼
女
も
エ

イ
ズ
の
筈
だ
と
い
っ
て
日
雇
い
の
口
が

な
か
な
か
無
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
エ

イ
ズ
の
差
別
で
あ
る
。

１
月

○
２
日
、
日
本
種
の
深
ネ
ギ
を

ア
ー
ル

10

位
定
植
。

㎝
の
畦
巾
に
４
～
５
㎝
の

90

株
間
で
、
約
３
ケ
月
し
て
太
さ
が
拇
指

大
、
白
根
が

㎝
位
に
な
っ
て
か
ら
、

25

バ
ン
コ
ク
の
日
本
人
向
け
に
バ
ス
便
で
、

約
７
０
０
㎞
の
旅
で
翌
朝
着
く
。
今
年

か
ら
周
年
栽
培
・
出
荷
を
計
画
。
し
か

し
、
値
段
が
安
く
中
間
経
費
が
高
い
の

で
利
益
は
僅
少
で
あ
る
が
、
有
機
農
産

物
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
利
潤
を
高

め
た
い
。

○

日
～

日
、
タ
イ
と
の
交
流
の
会
９

20

25

名
来
訪
・
栃
木
県
の
支
部
よ
り
５
名
・

熊
本
県
よ
り
４
名
．
バ
ン
コ
ク
空
港
で

合
流
し
て
、

日
の
夜
７
：

す
ぎ
チ

20

00

ェ
ン
ラ
イ
空
港
で
出
迎
え
。
２
日
目
の

日
、
交
流
の
会
か
ら
奨
学
金
を
受
け

22て
い
る
約
６
０
０
名
の
中
の
１
８
０
名

が
、
農
場
の
一
角
の
チ
ー
ク
林
の
中
に

設
け
た
会
場
に
集
合
し
、
約
１
時
間
を

か
け
て
、
日
本
グ
ル
ー
プ
と
タ
イ
の
生

徒
達
と
の
交
流
会
。
そ
の
後
、
里
子
と

里
親
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
出
逢
い
が
あ
っ

た
。
交
流
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ビ

ル
マ
に
入
国
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
を
見
学
し
、
果
樹
の
森
を
見
学

・
朝
市
・
エ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
と
の
座
談

会
等
を
行
い
、
チ
ェ
ン
マ
イ
に
一
泊
し

て

日
に
帰
国
。

26

２
月

○
５
日
、
モ
ヤ
シ
づ
く
り
及
び
豆
乳
づ
く

り
の
器
具
類
を
エ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
ヘ
配

布
。
エ
イ
ズ
グ
ル
ー
プ
を
指
導
し
て
い

る
ト
ム
（
赤
塚
）
が
グ
ル
ー
プ
と
相
談

し
、
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
上
記
を
援
助

配
布
し
た
。
モ
ヤ
シ
は
作
っ
て
村
の
朝

市
で
売
り
、
現
金
収
入
を
得
る
こ
と
も

出
来
る
し
、
ま
た
豆
乳
と
も
ど
も
新
群

な
ビ
タ
ミ
ン
・
蛋
白
を
補
給
し
て
、
死

の
時
を
幾
ら
か
遅
ら
せ
る
こ
と
が
出
来

る
。
「
病
気
と
い
え
ば
薬
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
今
日
エ
イ
ズ
の
元
と
な
る

Ｈ
Ⅰ
Ⅴ
の
治
療
薬
は
な
く
、
一
時
的
に

死
の
時
を
引
き
延
ば
す
こ
と
に
役
立
つ

薬
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
タ
イ
の
政
府

も
、
ア
メ
リ
カ
の
製
薬
会
社
や
Ｗ
Ｈ
０

な
ど
と
手
を
組
ん
で
実
験
は
し
て
い
る

が
、
貧
し
い
人
々
に
は
手
が
出
な
い
位

に
高
く
つ
く
。
従
っ
て
個
々
の
エ
イ
ズ

の
人
々
は
、
栄
養
の
あ
る
も
の
・
ビ
タ

ミ
ン
等
を
採
っ
て
、
生
命
を
少
し
で
も

長
ら
え
る
と
い
う
こ
と
を
試
み
る
よ
り

他
は
な
い
。
モ
ヤ
シ
で
も
よ
い
、
豆
乳

で
も
よ
い
、
手
の
届
く
所
よ
り
試
み
る

こ
と
で
あ
る
。
子
が
あ
る
親
な
ら
、
自

分
が
死
ね
ば
誰
が
残
さ
れ
た
子
の
面
倒

を
見
て
く
れ
る
の
か
が
心
配
。
そ
れ
も

あ
る
が
、
一
刻
で
も
長
く
生
き
た
い
と

い
う
の
が
人
間
万
人
の
願
望
で
あ
ろ
う
。
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○

日
、
熊
本
・
ア
ジ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

13ッ
プ
グ
ル
ー
プ

名
来
訪
。
朝
８
：

16

50

チ
ェ
ン
ラ
イ
空
港
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２

台
を
準
備
し
て
出
迎
え
る
。
そ
し
て
翌

日
の
早
朝
そ
の
空
港
へ
送
る
と
い
う
、

14私
の
農
場
へ
の
滞
在
は
計

時
間
と
い

20

う
、
一
日
に
も
満
た
な
い
あ
わ
た
だ
し

い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
聞
け
ば

第
３
回
目
の
今
回
か
ら
は
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
母
体
が
、
熊
本
県
と

熊
本
市
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
変
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
学
習
の
内
容
が
大
き
く
変

わ
り
、
東
北
タ
イ
（
タ
イ
の
最
貪
地
域
）

に
お
け
る
教
育
施
設
・
奨
学
金
援
助
が
、

元
々
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
会
の
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
見

学
学
習
の
重
点
が
そ
の
方
に
置
か
れ
た

様
で
あ
っ
た
。
今
迄
の
２
回
の
訪
問
で
、

エ
イ
ズ
問
題
・
北
部
タ
イ
の
高
地
民
族

の
問
題
、
つ
ま
り
麻
薬
の
取
引
き
及
び

焼
き
畑
に
よ
る
環
境
破
壊
及
び
森
林
乱

伐
に
よ
る
気
象
の
大
き
い
変
動
を
見
聞

し
て
貰
っ
て
い
た
が
、
僅
か

時
間
の

20

北
タ
イ
滞
在
で
は
そ
れ
ら
が
消
化
出
来

な
か
っ
た
。
こ
の
ア
ジ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
の
主
旨
・
目
的
を
再

確
認
し
、
メ
ン
バ
ー
の
帰
国
後
の
そ
の

研
修
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
、
（
３
回
の
経
験
を
経
た
の

で
あ
る
か
ら
）
初
志
に
返
っ
て
再
検
討

す
べ
き
時
に
立
ち
至
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

○

日
、
熊
本
西
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

21よ
り
浄
水
施
設
の
寄
付
を
受
け
る
。
か

ね
が
ね
私
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
強
力
な

支
援
者
で
、
熊
本
西
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
、
田
上
能
戴

氏
の
発
意
・
肝
入
り
で
、
農
場
生
に
安

全
な
良
い
水
を
飲
ん
で
貫
い
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
隣
郡
の
チ
ェ
ン
カ
ム
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
動
か
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
世
界
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
本

部
と
話
を
つ
け
て
、
上
記
の
施
設
が
約

１
ケ
月
か
か
っ
て
出
来
上
が
り
、
２
月

日
に
現
場
で
贈
与
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を

21挙
行
。
当
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
及
び
チ

ェ
ン
カ
ム
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
も

多
数
参
列
し
て
頂
い
た
。
炊
事
用
の
水

は
勿
論
、
農
場
内
で
は
、
寮
・
食
堂
・

集
会
場
に
も
常
時
冷
水
が
飲
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

○

日
、

22（
１
）
ア
カ
族
・
ヨ
ハ
ン
君
が
作
っ
た

「
メ
コ
ン
学
生
寮
」
の
開
所
式
。
三
階

建
て
の
堂
々
た
る
建
物
は
大
使
館
の
草

の
根
無
償
資
金
よ
り
。
こ
の
寮
は
熊
本

県
の
球
磨
・
人
吉
文
化
交
流
協
会
（
会

長
・
桑
原
庄
之
進
）
が
主
体
と
な
っ
て

奨
学
資
金
が
調
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

日
は
ア
カ
族
の
人
々
が
主
力
。
日
本
よ

り
も
沢
山
の
方
々
が
見
え
、
総
数
１
２

０
０
余
名
の
出
席
。
私
も
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
に
参
加
し
た
。

（
２
）
大
使
館
よ
り
農
場
を
見
学
へ
。

平
成

年
度
、
大
使
館
の
「
草
の
根
無

13

償
資
金
」
を
頂
い
て
、
コ
ン
バ
イ
ン
・

田
植
機
・
生
徒
寮
一
棟
・
灌
漑
施
設
等

を
設
置
し
た
の
で
、
大
使
館
の
担
当
者

・
中
村
暁
雄
一
等
書
記
官
が
そ
れ
ら
の

現
状
を
見
に
来
場
さ
る
。

（
３
）
熊
本
県
の
球
磨
・
人
吉
文
化
交

流
協
会
の
メ
ン
バ
ー
６
人
来
泊
。
上
記

（
１
）
の
ヨ
ハ
ン
の
学
生
寮
の
開
所
式

に
参
列
の
た
め
訪
タ
イ
さ
れ
た
も
の
。

年
輩
の
御
婦
人
が
主
体
。
翌
朝
、
隣
り

部
落
の
朝
市
の
見
学
に
案
内
。
日
本
の

昔
の
風
景
で
あ
ろ
う
。

○

日
、
チ
ェ
ン
ラ
イ
市
に
あ
る
高
地

23
民
族
の
学
生
等
１
２
０
０
名
の
い
る
小

・
中
併
設
校
で
、
中
学
生
の
卒
業
式
に

て
講
話
。
私
は
指
を
１
本
立
て
て
「
勉

強
だ
」
、
２
本
立
て
て
「
勉
強
だ
」
、
３

本
立
て
て
「
勉
強
」
と
強
調
し
、
「
親
が

君
達
を
他
人
に
誇
れ
る
よ
う
な
生
徒
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
私
の
農
場

の
生
徒
へ
毎
朝
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
『
私

は
家
族
の
希
望
の
星
で
す
』
と
大
声
で

言
わ
せ
て
い
る
。
君
達
も
そ
の
様
に
大

声
で
言
え
る
生
徒
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
、
ヨ
ハ
ン
君
の
通
訳
で
。
こ
の
学
校

の
ビ
ッ
チ
ャ
イ
校
長
は
高
地
民
族
の
カ

レ
ン
族
出
身
で
、
私
の
愛
弟
子
の
一
人
。

３
月

○

日
、
生
徒
の
強
歩
会
。
…
卒
業
前

16
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
年
が
初
め
て
の

試
み
。
朝
４
時
起
床
、
車
で
チ
ュ
ン
病

院
ま
で
運
び
、
ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
５
時

に
ボ
ト
ル
の
小
ビ
ン
１
本
持
た
せ
て
、

農
場
ま
で

㎞
、
中
間
点
で

24

朝
食
を
と
る
。
チ
ュ
ン
病
院
の
エ
イ
ズ

担
当
婦
長
宅
の
広
い
庭
に
農
場
か
ら
朝

食
を
運
ん
で
、
そ
こ
で
休
憩
を
兼
ね
て

食
事
を
と
る
。

㎞
を
約
７
時
間
か
け

24

て

時
頃
に
帰
場
。
こ
の
試
み
は
強
歩

11
大
会
と
い
え
る
も
の
で
も
な
い
し
競
争

で
も
な
い
．
三
々
五
々
、
グ
ル
ー
プ
が

一
団
と
な
っ
て
普
通
の
ス
ピ
ー
ド
で
歩

き
通
す
の
で
あ
る
。
丁
度
農
場
に
研
修

に
来
合
せ
て
い
た
チ
ェ
ン
マ
イ
農
高
生

の
男
女
７
名
も
参
加
し
た
。
初
め
て
の

試
み
で
、
日
本
で
は
あ
ち
こ
ち
の
高
校

で
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
タ
イ
で
は
ほ

と
ん
ど
聞
か
な
い
。
体
力
の
限
界
に
挑

む
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
が
、

来
年
か
ら
は
も
っ
と
ハ
ー
ド
な
も
の
に

し
て
み
よ
う
か
と
も
考
え
た
。

○

日
、
農
場
終
了
式
。
…

名
終
了
す

23

19

る
。
例
年
よ
い
生
徒
が
巣
立
つ
が
、
今

年
は
更
に
「
良
い
生
徒
達
」
で
あ
っ
た

と
思
う
。
父
兄
・
姉
妹
の
居
る
前
で
、

毎
朝
唱
え
て
い
る
３
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
大
声
で
唱
え
さ
せ
、
次
い
で
「
今
、

君
の
摩
は
輝
い
て
い
る
か
…
」
も
同
棲

に
唱
和
さ
せ
る
。
卒
業
証
書
は
、
壇
に

１
人
１
人
上
が
っ
て
私
が
オ
メ
デ
ト
ウ

と
い
っ
て
手
渡
し
、
握
手
し
て
「
頑
張

れ
よ
！
」
と
目
と
目
を
見
詰
め
返
し
て

手
を
放
す
。
卒
業
記
念
に
今
年
も
１
人

１
０
０
０
Ｂ
ｔ
相
当
の
も
の
を
贈
る
。

例
え
ば
仔
豚
・
果
樹
苗
…
憐
り
県
の
ナ

ー
ン
か
ら
の
モ
ン
族
の
２
人
ほ
共
同
で

１
台
の
モ
ヤ
シ
作
り
器
を
リ
ク
エ
ス
ト

し
た
。
２
年
次
を
本
校
の
寮
で
生
活
す

る
の
で
、
そ
こ
で
モ
ヤ
シ
を
作
っ
て
売

り
、
学
資
の
足
し
に
す
る
の
だ
そ
う
だ

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

ｉ
ｄ
ｅ
ａ
！

世
紀
を

21

正
し
く
生
き
よ
」

○

日
～

日
、
ビ
ル
マ
に
「
農
業
研
修

26

28

施
設
」
を
作
る
準
備
の
た
め
の
旅
行
。

高
地
民
族
の
ラ
フ
族
の
私
の
愛
弟
子
の

ダ
イ
エ
ー
君
が
、
同
族
の
ビ
ル
マ
人
達

が
農
業
の
研
修
施
設
を
作
り
た
い
の
で
、

一
緒
に
ビ
ル
マ
に
行
っ
て
検
討
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
い
う
の
で
、
３
月
の
月

末
の
３
日
間
、
メ
・
サ
イ
か
ら
１
６
０

ｋ
ｍ
北
上
し
た
ビ
ル
マ
の
チ
ェ
ン
・
ト

ー
ン
と
い
う
と
こ
ろ
へ
。
折
よ
く
ダ
イ
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エ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
で
来
合
せ

た
静
岡
の
磐
田
農
高
の
高
木
先
生
も
合

流
し
て
。
建
設
に
つ
い
て
は
、
場
所
も

ス
タ
ッ
フ
も
、

ま
た
資
金
も
ま
だ
の

段
階
で
、
そ
の
地
区
の
ラ
フ
族
の
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
協
会
の
主
席
牧
師
が
推
進

役
。
ビ
ル
マ
で
の
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

と
い
え
ば
、
ア
カ
族
は
既
に
タ
イ
よ
り

ｋ
ｍ
の
タ
チ
レ
ク
の
村
に
建
設
を
し

15て
お
り
、
私
も
半
年
以
上
前
よ
り
２
回

行
き
、
仔
豚
も
５
頭
与
え
て
建
設
を
前

向
き
に
准
進
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
で

ビ
ル
マ
で
払
の
農
場
の
ミ
ニ
版
が
２
つ

出
来
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

皆
さ
ん
！
！
批
判
的
に
考
え
ず
に
素
直

に
前
向
き
に
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
て

下
さ
い
。
今
ビ
ル
マ
に
は
是
非
必
要
な

こ
と
で
す
。

お
わ
り

ひとりごと・・・
ー熊本県近代文化功労者顕彰を頂いてー

発

行
：
平
成

年

月

14

11

発
行
者
：
タ
イ
と
の
交
流
の
会

（
谷
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

事
務
局
：
今
村
真
（
三
真
土
地
建
物
）

熊
本
市
幸
田
１-

７-

８

０
９
６
（
３
７
９
）
１
０
０
１

熊本県庁にて12時10分に開会した。国歌斉唱に

続き、賞状、記念品贈呈、挨拶が2～3あった後、

熊本市内の長嶺小学校の吹奏楽団による勇壮なる行

進曲のメロディーがあり、受賞者への花束贈呈。そ

して最後に受賞者の挨拶ということになった。初め

が三味線の駒・撥づくりの名人の石井方二氏で、私

が次に立った。1人の持ち時間は3分と云ってあっ

たが私は4分喋った。この挨拶についてはちょっと

した裏話がある。10月に入って熊本の県教育委員

会よりの書類を見ると、3人の内で石井氏のみにそ

の挨拶のチャンスが計画されていた。これを見て私

はすぐ熊本の教育委員会へ電話を入れ、“私にも喋

るチャンスを与えてほしい”と申し入れた。突然の

私の型破りの申し入れに相手方は戸迷った様子であ

ったが、暫くしてOKということになった。同時に

「時間は3分間ですよ」と釘を刺された。“6000k

mを約5日間の日程を組んで授与式に臨み、その会

場には払の支援者も何十人も祝いに駆けつけている

に違いない。その晴の場で、挨拶の一言もなく引き

下がるとは余りに芸がなく、様にもならない。”と

いうのが私の言い分であった。私はタイに渡って2

0年、その間にボランティアとして活動したことが

授賞の対象になったのであれば、20年間分を喋る

ことは出来ないが、それでも3分に縮めて喋れとい

うのも酷である。とにかくこの様な賞を受ける人は、

時間さえ与えたら何時間も喋るだけの内容を持った

人達であろう。その様な受賞者にただ賞状を受ける

だけで帰れとはむごい。前例がないからということ

かもしれないが、それなら来賓のきまり文句の挨拶

をへずってでもその時間を受賞者に廻すべきであろ

う…と私は考えた。

最後になったが、今回の受賞ほ云う迄もなく決し

て私個人の才覚だけによるものではなく、この20

年の長きに亘って、私を精神的にも資金的にも支え

てくださった数多くの人々の、お力添えがあったれ

ばこそのものである。此処に改めて厚く厚くお礼を

申し上げる次第である。

おわり


